
〇
 

〇
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、
 

ク市
文
化
奨
励

賞
）
に
 

奥
瀬
君
ら

2
8人
 

五
十
三
年
度

の
“
市
文
化
奨

励
賞
〈
の
表
彰
式
が
、
十
一
月

十
八
日
市
民
文
化
会
館
で
行
わ

れ
、
十
四
団
体
（
二
二
五
人
）
 

と
二
＋
八
人
の
個
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
鈴
木
市
教
育

委
員
長
が
、
 
「
こ
れ
ま
で
に
な

い
多
く
の
受
賞
で
喜
び
に
た
え

な
い
。
市
文
化
の
発
展
の
た
め

に
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
に
期

待
し
た
い
…
」
 
と
あ
い
さつ
、
 

受
賞
の
個
人
と
団
体
の
代
表
者

に
表
彰
状
と
記
念

の
タ
テ

・
メ

ダ
ル
を
贈
り
ま
し
た
。
 

市
長
代
理
の
対
馬
総
務
課
長
、
 

渋
谷
副
市
議
会
議
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
あ
り
、
五
小
の
奥

瀬
孝
紀
君
が
、
 
「受
賞
を
機
会

に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

“市
文
化
奨
励
賞
）
は
、
県

や
東
北
、
全
国
大
会
で
す
ぐ
れ

た
成
績
を
お

さ
め
た
方
に
与
え

ら
れ
ま
す
。
 

〔
関連
記
事
ニ
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合
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J
 

十
四

の
団
体
も
受
賞
 

讐
し
 

変わ 

団
体
の
部
 

〇
珠
算
部
門
 

ロ
飯
詰
小
学
校

（
太田
義
美
、
 

松
本
真
由
美
、
其
田
晴
美
）
 

ロ
飯
詰
小
学
校

（
其
田
晴
美
、
 

松
本
真
由
美
、
小
野
晴
美
）
 

ロ
飯
詰
中
学
校

（
太
田
恵
美

子
、
木
村
愛
子
、
坂
本
十
一

）
 

ロ
飯
詰
中
学
校

（
三浦
幸
子
、
 

太
田
恵
美
子
、
木
村
愛
子
）
 

ロ
木
造
高
校

（新
岡
育
代
、
 

長
峰
真
理
子
、
中
谷
博
美

）
 

ロ
木
造
高
校
（
奥
野
良
子
、
 

中
谷
博
美
）
 

ロ
木
造
高
校
（
上
見
真
由
美
、
 

新
岡
育
代
、
中
谷
博
美
）
 

ロ
木
造
高
校

（
山
口
美
智
代
、
 

中
谷
博
美
、
和
田
千
穂
子
）
 

ロ
木
造
高
校
（
長
峰
真
理
子
、
 

奥
野
良
子
）
 

ロ
木
造
高
校

（
中
谷博
美
、
 

山
口
美
智
代
）
 

〇
合
唱
部
門
 

ロ
五
所
川
原
高
校
音
楽
部
（
 

一
戸
利
則
ほ
か
七
三
人
）
 

ロ
五
所
川
原
第

一
中
学
校
合

唱
部
（
井
沢
信
子
ほ
か
三
六
人
）
 

ロ
五
所
川
原
合
唱
団

（
笹
昭

夫
ほ
か
四
九
人
）
 

ロ
五
所
川
原
第
一
中
学
校
吹

奏
楽
部

（
原子
尚
子
ほ
か
三
六

人
）
 個

人

の
部
 

〇
版
画
部
門
 
 

ロ
奥
瀬
孝
紀

（
五
小
）
 

ロ
鶴
谷
真
紀
子

（同
）
 

ロ
工
藤
国
子
（
南
小
）
 

〇
ポ
ス
タ
ー
部
門
 

ロ
高
橋
昌
子

（
五
一中
）
 

〇
作
文
部
門
 

ロ
野
呂
昌
弘

（
五
一中
）
ロ

山
田
智
子
（
五
三
中
）
ロ
原
裕

子

（
五
小
）
 

〇
短
歌
部
門
 

ロ
山
谷
久
子

（
津
軽
ァ
ス
ナ

ロ
短
歌
会
）
 

〇
書
道
部
門
 

ロ
中
川
育
子

（
松
野
木
小
）
 

ロ
中
川
伸
吾

（同
）
ロ
横
島
美

由
起

（同
）
ロ
時
田
智
子

（
松

島
町
）
ロ
三
上
敬
子

（
蓮
沼
）
 

ロ
斎
藤
隆
蔵
（
旭
町
）
ロ
平
山

昭

（
姥
芯
）
 

o
珠
算
部
門
 

ロ
太
田
義
美

（
飯
詰
小
）
ロ

太
田
恵
美
子
（
飯
詰
中
）
ロ
中

谷
博
美

（
木
造
高
校
）
ロ
長
峰

真
理
子

（同
）
ロ
新
岡
育
代

（
 

同
）
ロ
和
田
千
穂
子

（
同
）ロ

上
見
真
由
美

（
同
）
ロ角
田
康

子

（同
）
ロ
中
谷
智
津
子

（
五

商
高
）
 

〇
川
柳
部
門
 

ロ
五
十
嵐
栄

（
岩
木
吟
社
）
 

ロ
加
藤
政
則
（
同
）
 

〇
囲
碁
部
門
 

ロ
石
川
紘
（
日
本
棋
院
五
所

川
原
支
部

）
ロ
一
戸
健
二

（
五

所
川
原
将
棋
道
場
）
 

r
 

道
路
交
通
法
が
、
七
年

ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
 

十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
 

今
回
の
改
正
は
、

二
・

三
人
に
一
人
が
運
転
免
許

を
持
つ
「
国
民
皆
免
許
時

代
」
 
を迎
え
て
、
ク
ル
マ

社
会
の
新
し
い
秩
序
づ

く

り
を
め
ぎ
す
も
の
で
す
。
 

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

盲
導
犬
も
登
場
 

ロ
目
が
見
え
な
い
人
は
、
つ

え
に
代
え
て
盲
導
犬
を
連
れ
て

道
路
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
運
転
者
は

一
時
停
止
、
ま
た
は
徐
行
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

自
転
車
は
横
断
帯
を
 r'

 
ロ
一
自
転
車
横
断
帯
」
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
転

車
は
道
路
を
横
断
し
、
交
差
点

を
通
る
と
き
は
自
転
車
横
断
帯

を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
運
転
者
は
、
歩
行
者
が
横

断
し
て
い
る
と
き
と
同
様
に
自

転
車
を
保
護
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

歩
道
通
行
も
可
 

ロ
普
通
自
転
車

（
二
輪

・
ま

た
は
三
輪
の
自
転
車
）
は
、
歩

道
を
通
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
 

歩
道
で
は
車
道
寄
り
を

徐
行
し

歩
行
者
の
妨
害
に
な
る
と
き
は
、
 

一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

必
ず
反
射
器
材
を
 

ロ
制
動
装
置
ま
た
は
反
射
器

材
を
備
え
て
い
な
い
自
転
車
は

運
転
で
き
ま
せ
ん
。
 

同
乗
者
も
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
 

ロ
自
動
二
輪
車
の
運
転
者
（
 

同
乗
者
を
含
む
）
は
、
す
べ
て

の
道
路
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

原
付
自
転
車
の
運
転
者
も
乗

車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 暴

走
行
為
は
処
罰
 

ロ
い
わ
ゆ
る
暴
走
族
の
よ
う

に
、
二
台
以
上
の
自
動
車
を
連

ね
、
ま
た
は
並
進
し
、
共
同
し

て
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る

行
為
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和53年（1978年」12月1日（436号） ② 



問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護

学
院

（
雪④
二
七
一
五
番
）
 

五
所
川
原
市
布
屋
町
四
一
 

ロ
願
書
受
付
 
十

二
月
一

日
ー
明
年
一
月
二
十
八
日

ロ
入
学
試
験
 
明
年
二
月

一
一
十
日
 

昭和53年（1978年） 12月1日（436号） 広報ごしょがわら ③ （第3 種郵便物認可） 

ロ
募
集
人
員
 
四
十
人
 

寮
の
設
備
も
あ
り
ま
す
。
 

ロ
修
学
年
限
 
三
年
。
 
（
 
入
学
案

内
及
び
願
書
用
紙

た
だ
し
、
第
三
学
年
は
、
臨
 
入
用
の
方
、

そ
の
ほ
か
詳
細

床
実
習
と
す
る
。
）
 

に
つ
い
て
は
、
当
学
院

へ
お
 

看
護

学
生
（
進
学
コ
ー
ス
）
 

」ョ
に一
一・
二
こ
 
、
一
 
月
一
 

士
旨ノ
旦
（

z
L
昆
、
 

仮
免
許
の
 

有
効
六
カ
月
 

、
 

停
止
表
示
器
材
 

ロ
高
速
自
動
車
国
道
等
を
通

行
す
る
と
き
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
燃
料
や
ォ
イ
ル
、
貨
物
の
状

態
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
高
速
自
動
車
国

道
等
で
運
転
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
停
止
表
示
器
材
で
自

動
車
の
停
止
を
表
示
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

安
全
対
策
の
推
進
を
 

ロ
車
両
等
の
使
用
者
は
、
運

転
者
に
安
全
運
転
を
さ
せ
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

副
管
理
者
の
選
任
を
 

ロ
安
全
運
転
管
理
者
を
選
任

し
て
い
る
自
動
車
の
使
用
者
は
、
 

自
動
車
二
十
台
に

一
人
の
割
合

で
副
安
全
運
転
管
理
者
を
選
任

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

報
告
・
資
料
の
 

提
出
も
 

ロ
公
安
委
員
会
は
、
安
全
運

転
管
理
者
を
選
任
し
て
い
る
自

動
車
の
使
用
者
等
に
対
し
、
必

要
な
報
告
ま
た
は
資
料
の
提
出

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

使
用
の
制
限
も
 

ロ
公
安
委
員
会
は
、
自
動
車

の
使
用
者
等
が
無
免
許
や
無
資

格
、
酒
酔
い
、
積
載
な
ど
の
違

反
を
下
命
、
ま
た
は
容
認
し

た

場
合
は
、
そ
の
自
動
車
の
使
用

の
制
限
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

運
転
経
験
等
で
制
限
 

ロ
緊
急
自
動
車
等
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
の
資
格
が
、
 

運
転
経
験
な
ど
に
よ
り
制
限
さ

れ
ま
し
た
。
 

ロ
仮
免
許
の
有
効
期
間
が
三

カ
月
か
ら
六
カ
月
に
、
う
っ
か

り
失
効
に
よ
る
免
許
試
験
の
一

部
免
除
期
間
も
三
カ
月
か
ら
六

カ
月
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
 

酒
酔
い
、
 

免
許
取
消
し
 

曹器藤篇え 
、ぐ 

ロ
運
転
免
許

の
取
り
消
し
な

ど
の
行
政
処
分
の
規
定
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
酒
酔
い
運
転
、
 

麻
薬
等
の
運
転
は

十
五
点
と
な

り
一
回
で
免
許
が

取
り
消
さ
れ
、
 

暴
走
行
為
は
九
点
、

そ
の
ほ
か

の
無
車
検
、
無
保
険
は
六
点
、
 

無
車
庫
車
が
二
点
と
な
り
、
い

ま
ま
で
行
政
処
分
を
受
け
な
か

っ
た
違
反
も
処
分
の
対
象

と
な

り
ま
し
た
。
 

な
お
、
緊
急
自
動
車
等
の
運

転
資
格
の
制
限

規
格
は
昭
和
五

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

と
び
だ
す
な
 
車
の
す
ぐ
前
 
す
ぐ
う
し
ろ
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保育所（園）と募集人員 

所在地 保育所（園）名 定員 所在地 保育所（園）名 定員 

柳 町 五所川原保育園 1
 

1
  

2
 
6
 
6
 
6
 
2
 
6
 
6
 
6
 

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

 

鎌谷町 かまや保育園 

飯 詰 若葉保育園 梅 田 梅田保育園 

鶴ケ岡 三好保育所 米 田 津軽野保育園 

湊 

松島町 

さかえ保育園

まっしま団地保育園 

さっき町

平和町 

さっき保育園

さく ら保育園 

60909090

60

60

60 

川 山 中川保育所 新宮団地 新宮団地保育園 

藻 川 藻川保育園 下平井町 第 2 さっき保育園 

羽野木沢 七和保育園 

新 年 

名刺交換会 

◇と き 昭和54年1月1日午前11時から 

◇ところ 市民文化会館 

◇会 費 1, 000円。 （申し込みと同 

時に納入して下さい。） 

◇申込み締切り 12月20日（水）まで。 

市総務課、五所川原商工会議所へ。 

乳幼児の健康診断 
乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後1時から 2 時まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

病気治療中か、ほかの機関で健康診断を受けている乳幼児は 

ご遠慮下さい。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和53年 

8 月生まれの 
乳 	児 

12月13日 中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和53年 

5 月生まれの 
乳 	児 

12月19日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和52年 

6 月生まれの 
幼 	児 

12月26日 ク 

柱
十
如
保
育
所
（
園
）の
 

入
所
児
童
を
受
付
け
 

市
で
は
、
五
十
四
年
度
の
保
 

⑤
家
庭
内
に
病
人
・
障
害
者

育
所
（
園
）
入
所
児
童
の
受
付
 
が

お
り
、
母
親
が
看
護
に
あ
た

け
を
し
ま
す
。
 

る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
。
⑥

◇
受
付
期
間
 
十
二

月
五
日
 

そ
の
他
右
記
以
外
で
保
育
が
で
 

ー
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
。
 

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
。
 

◇
受
付
場
所
 
市

福
祉
事
務
 

◇
添
付
す
る
書
類
 
①
五
十

所
。
 
（
申
請
用
紙
を
備
え
て
お
 

三
年
度
納
税
通
知
書
。
 
（
市県
 

り
ま
す
。
）
 

民
税

・
固
定
資
産
税

・
国
税
）
 

◇
対
象
児
童
 
生
後
四

カ
月
 
＠
母
親
が

勤
務
し
て
い
る
場
合

以
上
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
 
は

勤
務
証
明
書
。

⑤
母
親
が
出

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
 

産
・
病
気
等
の

場
合
は
診
断
書

い
次
の
①
ー
⑥
ま
で
の
事
情
の
 

◇
入
所
の
決
定
 
家

庭
構
成

あ
る
家
庭
で
す
。
 

の
状
況
、
と
く
に
保
護
者
で
あ

①
母
親
が

家
庭
の
外
で
仕
事
 

る
母
親
の
労
働
状
態
、
家
庭
環

を
し
て
い
る
た
め
保
育
が

で
き
 

境
、
そ
の
他
の
状
況
を
面
接

・

な
い
。
②
母
親
が
家
庭
の
な
か
 

実
態
調
査
等
で
決
定
し
ま
す
。
 

で
、
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
 

ま
た
、
入
所
の
基
準
に
該
当

い
る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
。
 

す
る
児
童
が
定
員
を
超
え
る
場

③
母
親
が

い
な
い
家
庭
で
保
 
合

は
、
保
育
を
要
す
る
程
度
の

育
が
で
き
な
い
。
 

高
い
方
か
ら
定
員
の
範
囲
内
で

④
母
親
が
出
産
、
病
気
・
心
 
順

次
入
所

の
決
定
を
し
ま
す
。
 

身
障
害
等
で
保
育
が
で
き
な
い
。
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
へ
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 

「
 

ロ
と
き
 
十

二
月
二
十
二
日
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
 

（
金
）
午
後
一
時
 

日
程
で
 

ロ
と
 

踊
”
れ
ク腎
臓
病
）
で
お
悩
み

の
方

競
会
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「腎
臓
 

館
4
階
 

病
に
つ
い
て
」
 
です
。
気
軽
に
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
市
民
 

お
い
で
下
さ

い
。
 

保
健
協
議
会
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"
 目
く
目
⑨
も
宙
鵬
お
ぺ
多
り
ン
目
 

,
 

“
 ペ
ッ
タ
ン
、
ペ

ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン

コ
 
、

ほ
ら
、
つ

き
た
て
の
も
ち
だ
よ
〈
 

市
立
栄
小
学
校

（
 

三
上
清
蔵
校
長
、
在

校
生
四
三
一

人
）
恒

例
の
も
ち

つ
き
が
、
 

十
一
月
十
八
日
父
兄

の
応
援
で

に
ぎ
や
か

に
「行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
に
は
、

二
・

三
／
の
学
校
田
が
あ

り
、
五
年
生
が
理
科

の
教
材
に
稲
の
生
長

を
観
察
し
な
が
ら
栽

培
し
て
き
ま
し
た
。
 

今
年
は
、

ア
キ
ヒ

J
 

カ
リ
百
子
せ
フを
収
穫
、
 

も
ち
米
と
交
換
し
た
も
の
で
す
。
 

講
堂
に
ウ
ス
を

す
え
、
全
校

生
徒
が
取
り
巻
く
な
か
、
腕
に

お
ぼ
え
の
あ
る
児
童
、
生
徒
が

交
代
で
キ
ネ
を
ふ
る
い
ペ
ッ
タ

ン
コ
。
ひ
と
ふ
り
ご
と
に
盛
ん

な
歓
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。
 

つ
き
た
て
の
も
ち

は
、
お
母

さ
ん
た
ち
が
千
切
っ
て
掌
で
転

が
し
、
み
る
み
る
う
ち
あ
ん
こ

も
ち
に
早
変
わ
り
。
さ
っ
そ
く

つ
き
た
て
の
も
ち

に
舌
鼓
を
う

っ
て
い
ま
し
た
が
、
児
童
会
（
 

平
山
悟
会
長
）
の
役
員
は
、
市

立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み

園
」
を
訪
れ
て
、
つ
き
た
て
の

も
ち
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

栄小で恒例のもちつき 

“く
ら
し
と
趣
味
の
教
室
）
 

初
心
者
を
歓
迎
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、
勤
労
青
少
年
を
対
象
に

左
記
の
教
室
を

開
講
し
て
お

り
ま
す
。
 

ら
親
切
 

に
手
ほ
ど
き
を
し
て
お
り
ま
 

す
の
で
、
初
心
者
で
も
気
軽
 

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

口
募
集
教
室
 

「ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
 

室
」
 
「社
交
ダ
ン

ス
教
室
」
 

ロ
受
講
料
 
不
要
で
す
。
 

ロ
開
講
日
 
い
ず
れ
も
毎

週
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら

一
・
」ョ
ド
・
、
 
九

時
ま
 

詳
し

青
少
年

〇
二
番
）
 

さ
い
。
 

ノ
ー
『
‘z）
、一
 

で
c
 

熱
確
 
受
講
者
を
募
る
 

旧
町

の
家
並
み
地

図

等
お
持
ち
の

方
に
 

十
二
月
十
五
日
か
ら
六
日
間
、
 

中
三
デ
パ
ー
ト
催
事
場
で
「
な

つ
か
し
の
町
・
五
所
川
原
展
」
が
、
 

市
教
育
委
員
会
の
後
援
で
開
か

れ
ま
す
。
 

そ
の
展
示
資
料
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
大
変

参
考
に
な
り
ま
す
の
で
、
も
し

お
貸
し
出
来
る
方
は
、
十
日
頃

ま
で
市
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡

願
い
ま
す
。
 

m
古
い
町
の
家
並
み
の
わ
か
る

よ
う
な
地
図
、
②
古
い
町
の
写

真
、
⑧
昔
の
古
い
看
板
、
④
古

い
郷
土
新
聞
。
 

貴
重
な
も
の
は
参
上
し
て
複

写
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（。
④
ニ

一
九
二
番
）
 

ロ
当
日
持
参
す
る
も
の
 

筆
記
用
具
、
印
鑑

（
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
。

入
札
書
は

市
で
準
備
し
ま
す
。
）
 

街
頭
献
血
に
 

ご
協
力
を
 

県
の
移
動
採
血
車
、
“
青
い
鳥

号
”
が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

十
二
月
七
日
（
木
）
〇
午
前

十
時
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
前

〇
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
広

田
・
木
村
石
油
給
油
所
前
 

保留地を公売します 
駅東部地域内 

市
で
は
、
駅
 
九
時

受
付
け
、
午
前
十
時
入
札
 

東
部
土
地
区
画
 
口
入
札
の

場
所
 

整
理
事
業
区
域
 
産
経
会

館
四
階
会
議
室
 

内
の
保
留
地
を
 
ロ
入
札
の
方
法
 

次
の
要
領
で
公
 
一
般
競
争
入
札
 

売
し
ま
す
。
 

ロ
入
札
の
資
格
 

ロ
位
置
・
面
 
未
成
年

者
、
禁
治
産
者
、
準
 

積
、
用
途
地
域
 
禁
治

産
者
及
び
破
産
者
で
復
権
 

五
十
一
街
区
 
を

得
な
い
方
は
、

入
札
に
参
加
 

四
号
、
約
六
百
 
で

き
ま
せ
ん
。
 

六
十
三
平
方
1
1
 

ロ
入
札
保
証
金
 

パ
第
一
種
住
居
 
入
札

保
証
金
は
、

入
札
金
額
 

専
用
地
域
）
 
の
百

分
の
五
以
上
と
し
、

入
札
 

ロ
入
札
の
日
 
前
に

納
付
す
る
こ
と
。
 

時
 

口
落
札
 

十
二
月
十
八
 
開
札

の
結
果
、
予
定
価
格
以
 

日

（
月
）
午
前
 
上
で

最
高
の
価
格
で
入
札
し
た
 
 

方
を
落
札
者
と
し
ま
す
。
 

ロ
契
約
 

落
札
者
に
は
、
売
却
決
定
通

知
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
そ

の
日
か
ら
十
日
以
内
に
契
約
保

証
金
と
し
て
売
買
価
格

の
百
分

の
五
以
上
（
入
札
保
証
金
を
充

当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
を

納
付
し
契
約
を
結
び
ま
す
。
 

売
買
代
金
は
、

契
約
の
日
か

ら
二
十
日
以
内
に
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
移
転
登
記
 

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
は
、
 

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
で

す

の
で
、
換
地
処
分
後
と
な
り

ま

す
。
 



三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風） 

のワクチン接種 

ロ対象 生後6 カ月から 4 歳までの乳幼児。 

（ただし、昨年 3回接種をした乳幼児は、期間中1 回だけ接 

種します。） 

ロご注意 0母子健康手帳は、必ず持参して下さい。 

0当日の朝、体温を計って下さい。 

0お子さんの体質をよく知っている方がお連れ下さい。 

地区名 
接 種 期 	日 

場 	所 時 	間 
1 回目 2 回目 3 回目 

五小学区 12月12日 1月11日 2 月13日 市中央公民館 午後 I 時～ 
2 時 

松
松
 
島

島
 
地
団
 
区

地
  

12月14日 1月12日 2 月15日 市中央公民館 
午後 1時～ 

2 時 

三好地区 12月14日 1 月12日 2 月15日 三好診療所 午後 1時, 
1時30分 

長橋地区 12月15日 1月17日 2 月16日 長橋診療所 午後 1時～ 
1時30分 

七和地区 12月20日 1月18日 2 月21日 七 和 支所 午後1時～ 
1時30分 

判
栄
 
地
 
区
 

 

12月20日 I 月18日 2 月21日 市中央公民館 午
 
後
 
時

2
 

一
時
 梅沢、毘沙門

飯詰地区 
12月21日 1月19日 2 月22日 市中央公民館 午

 
後
 
時

2
 

一
時
 

南小学区 12月22日 1 月26日 2 月23日 市中央公民館 午
 
後
 
時

2
 

一
時
 

は
十
一
月
十
八
日
、
奨
学
基
金

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
市
教

育
振
興
会
へ
現
金
三
万
九
千
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
廿
写
真
廿

こ
の
ほ
ど
開
い
た
校
内
文
化
 

税
務
署
だ
よ
り
 

十
二
月
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る

月
で
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税

は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ

ー
ナ

ス
の
支
給
の
と
き
に
差
し
引
か
 

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
差
し

引
か
れ
た
税
金
の
合
計
額
と
、
 

一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す

る
税
額
は

一
致
し
な
い
の
が

普
通
で
す
。
こ
の
た
め
、
そ
 

年
末
調
整
 

の
年
最
後
の
給
料
な
ど
が
支

払
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
差
額

を
精
算
し
ま
す
。
こ
れ
が
年

末
調
整
で
す
。
 

年
末
調
整
で
は
、
扶
養
控

除
や
生
命
保
険
料
控
除
、
一
一

年
目
以
降
の
住
宅
取
得
控
除

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

こ
 

れ
ら
の
控
除
の
金
額
は
、
サ

ラ
リ

ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
が
勤

務
先
に
提
出
す
る
各
控
除
申

告
書
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
誤
り
の
な
い
申
告

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
災
害
や
盗
難
に
あ

っ
て
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ

る
人
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
て
い
る
た
め
に
医
療
費

控
除
の
受
け
ら
れ
る
人
、
今

年
初
め
て
住
宅
取
得
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
な
ど
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
五
所
川
原
税
務
署
へ

お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

第
ニ
回
、
の
う
ね
ん
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
 

教
育
振
興
会

へ
三
万
九
千
円
寄
付
 

三
中

生
徒
会
 

市
立
第
三
中
学
校
の
生
徒
会
 

祭
の
収
益
金
を
そ
っ
く
り
贈
っ
 

（
工
藤
春
仁
会
長
、
三
五
九
人
）
 

た
も
の
で
す
。
 

年
賀
状
の
差
出
し

は
 

十
一
一月
一
一
十
日
ま
で

に
 

年
賀
状
は
、
元
旦
の
配
達
に
 

い
。
 

間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
遅
く
と
 
年
内
配
達

の
小
包
は
 

も
十
二
月
二
十
日
ま
で
お
出
し
 
十
ニ

月
十
五
日
ま
で
に
 

下
さ
い
。
 

十
二
月
に
は
、
平
常
の
ニ

ー
 

郵
便
番
号
は
、
あ
て
先
だ
け
 
三

倍
の
小
包
が
差
し
出
さ
れ
ま

で
な
く
、
差
出
人
で
あ
る
あ
な
 

す
。
小
包
は
、
遅
く
と
も
十
一
一
 

た
の
番
号
も
お
忘
れ
な
く
。
 

月
十
五
日
ま
で
お
出
し
下
さ
い
。
 

住
所
も
詳
し
く
お
書
き
下
さ
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

福
祉
事
業
に
と
 

十
万
円
寄
付
 

東
洋
リ
ビ
ン
グ
会
社

東
洋
リ
ビ

ン
グ
会
社
（
株

）
 

農
業
者
年
金
受
給
者
・
加
入

者
の
み
な
さ
ん
に
、
少
し
で
も

海
外
に
接
す
る
機
会
を
与
え
、
 

み
の
り
多
い
人
生
を
送

っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
今
年
も
次
の
要

領
に
よ
り
ョ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
者

を
募
集
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
旅
行
費
用
 

三
九
八
、
〇
〇
〇
円
。
（
食
事
 

・

観
光
す
べ
て
含
む
。）
 

ロ
旅
行
期
間
 

明
年
二
月
二
十
二
日

（
木
）
 

ー
三
月
五
日
（
月
）
ま
で
 

ロ
訪
間
都
市
 

パ
リ
（
フ
ラ
ン
ス
）
、
ミ
ユ

ン
ヘ
ン

（
西
ド
イ
ツ
）
、
チ
ュ
 

ー
リ
ッ
ヒ
（
ス
イ
ス
）
、
フ
ロ
 

ー
レ
ン
ス
・
ロ
ー

マ
（
イ
タ
リ

ア
）
、
ロ
ン
ド
ン
（イ
ギ
リ
ス
）
 

参
加
者
を

募
る
 

ロ
申
込
み
先
 

郵
便
番
号
〇
三
〇
、
青
森
県

農
業
者
年
金
推
進
協
議
会
、
青

森
市
長
島
一
丁
目
二
番
二
号

（
 

県
農
業
会
館
内
）
 
（●
青
森
〇

一
七
七
⑩
一
二
五
一
番

・
内
線

二
八
六
番

・
二
八
七
番
）
 
 

ロ
ト
ラ
ベ
ル
ロ
ー
ン
 

六
カ
月
ー
二
十
四
カ
月
の
旅

行
費
用
の
分
割
払

い
も
可
能
で

す
。
 

ロ
旅
行
の
特
色
 

〇
農
業
者
年
金
推
進
協
議
会

の
職
員
が
同
行
し
ま
す
の
で
、
 

安
心
し
て
旅
行
が
で
き
ま
す
。
 

〇
旅
行
中
に
年
金
受
給
者
団

体
を
視
察
し
ま
す
。
 

o

旅
行
中
の
食
事
は
、
 一
日

三
食
を
手
配
し
て
お
り
、
 一
部

日
本
食
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
 

o

体
力
・
健
康
に
自
信
の
な

い
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
旅

行
内
容
に
十
分
配
慮
を
し
て
お

り
ま
す
。
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（仁
岸
良
夫
代
表
取
締
役
）
は

こ
の
ほ
ど
、
市
福
祉
事
務
所
を

訪
れ
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
下
さ
い
と
現
金
十
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
開
い
た
、
老
人
と

子
供
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

シ
ョ

ー
の
収
益
金
を
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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